
事業の目的・概要・実績・成果 

１． 事業の目的 

長期入院している子どもたちや福祉施設で暮らす子どもたちは、日常生活の中に遊びや体験が不

足している。子どもは仲間といっしょに楽しく「あそぶ」ことが必要であり、病院や施設向けにプログ

ラム化したプロのパフォーマーによる舞台芸術や工作、音楽、遊び等のワークショップを届け子

どもらしい楽しい遊びの時間を作り、ワクワクした笑顔を届ける。合わせて付き添っている家族や

病院関係者のほっとするひとときを作る。 

 

２． 事業の概要  8病院 8施設で計 24回実施 

①プロによるパフォーマンス作品  

【大和ハウスグループエンドレス基金 2017年度助成事業】8病院 

【平成 29年度赤い羽根共同募金配分】3施設 

②遊びのワークショップ 

【独立行政法人国立青少年教育振興機構「子どもゆめ基金助成活動」】8病院 5施設  

【 (特)子ども劇場全国センター ホットアート事業】 1施設 

③コーディネーターの信頼性と専門性の向上を図るコーディネーター打合せ会議を 2回 

 

３． 事業実績  949人の参加者 (子ども 559人 大人 390人)  

大和ハウスグループエンドレス基金   パフォーマー公演 
参加人数 447人   
子ども 250人 大人 197
人 

病院名 実施日 内容・演者 演者 ｽﾀｯﾌ 総数 子ども 大人 

成田赤十字病院 
7月 18日(火) 
クリーンルーム 

「ﾊﾛｰ!ｶﾝｸﾛｰ」「ねずみのすもう」 
(人形芝居燕屋) くすのき燕 

1人 4人 18 8人 10人 

千葉県こども病院 
7月 26日(水) 
①5F ②6F西 
病室訪問含む 

「ののはな劇場」 
(人形劇団ののはな)納富俊郎･祥子 

2人 3人 48 ①13人
②16人 

①11 
②8 

千葉大学医学部附属
病院 

7月 27日(木) 
①クリーンルーム 
②ｴﾚﾍﾞｰﾀｰﾎｰﾙ・病室含 

「ののはな劇場」 
(人形劇団ののはな)納富俊郎･祥子 2人 4人 48 

①7人 
②10人 

①16 
②15 

リハビリテーション
センター 

８月７日(月) 
大ホール 

「アフリカの熱い風、サマーコンサー
ト」(ﾋﾞﾀｼｶｵﾌｨｽ)BBモフラン他 

3人 3人 132 76人 56人 

千葉市立海浜病院 
８月９日(水) 
プレイルーム 
病室訪問含む 

「ハロー！カンクロー」「ねずみのす
もう」(人形芝居燕屋)くすのき燕 

1人 3人 29 13人 16人 

国立病院機構千葉東
病院 

8月 24日(木) 
プレイルーム 
病室訪問含む 

「チカパンのパントマイム!」 
(パントマイムプラネット) チカパン 

1人 3人 17 11人 6人 

国立病院機構下志津
病院 

8月 30日（水）   
療育訓練室 

「歌子さんのスマイルコンサート」 
(リーフ企画) 歌子さん他 

3人 4人 109 63人 46人 

国立国際医療研究セ
ンター国府台病院 

9月 20日（水） 
東 3病棟ホール 

「アンディ先生のマジックショー」 
(ﾏｼﾞｯｸﾌｧｸﾄﾘｰ) アンディ先生 

2人
 子ど
も
33 
大人
13 

4人 46 33人 13人 

    

子どもゆめ基金  ワークショップ 
参加人数  371人    
子ども 222人 大人 149人 

病院・施設名 実施日 内容・指導者   指導
者 ｽﾀｯﾌ 総数 子ども 大人 



 

４．実施体制 

・コーディネーターメンバー 20人  

多田優子・戸田綾 (特)子どもプラザ成田／塩沢千秋・市川淑江(特)四街道こどもネットワーク／渡

慶次康子・買場都明・加藤香都代(特)市川子ども文化ステーション／大塚るい(特)千葉中央おやこ

劇場／岡田泰子・中村雪江・大森智恵子・笠原直子・桑原信子・椎名好子・滝口淳子・鈴木佳子・

綿貫のばら・棚田純子・中村幸恵・宇野京子(特)子ども劇場千葉県センター 

 

５．成果   

・入院中の子どもたちや福祉施設で生活する子どもたちに子どもらしい遊びの楽しい時間

を 8病院 8施設で計 24回実施し、入院中や福祉施設にいる子どもたち、家族、病院や施

設の関係者 949 人が、満足した笑顔いっぱいのほっとするひとときを持つことができ

た。 

 （10年間の実施実績：12病院 8施設 延べ 123回 5,716人参加）  

国立病院機構下志津
病院 

7月 26日（水）  
プレイルーム 

「 工作いろいろいっしょに作ろう!」 
(特)四街道こどもネットワーク 

4人 4人 13 10人 3人 

リハビリテーション
センター 

８月７(月) 
1FC 2FC 病室訪問 

「アフリカの熱い風!太鼓であそぼう」 
(ﾋﾞﾀｼｶｵﾌｨｽ)BBモフラン他 

3人 4人 67 36人 31人 

千葉県こども病院 
8月 10日（月） 
7F 

「夏休み!わくわく工作!」(特)千葉中央お
やこ場 千葉北おやこみる・あそぶ会 

4人   2人 17 12人 5人 

国立病院機構千葉東
病院 

8月 22日（火） 
①31病棟 ②32病棟 
デイルーム 

「ToyBoxコンサート～Let's enjoy 
music! 音楽と遊ぼう ～」Toy Box  

4人 4人   89 ①43人 
②19人 

①12人 
②15人 

千葉大学医学部附属
病院 

8月 24日(木) 
①クリーンルーム 
②プレイルーム 

「ワクワク工作つくってあそぼう  」 
(特)四街道こどもネットワーク 

4人 4人 35 ①9人 
②6人 

①11人 
②9人 

千葉市立海浜病院 
9月 26日（火） 
プレイルームと病室
訪問 

「おはなしつくろう」 
(つかだおはなし会)大崎あけみ 
((特)子ども劇場千葉県センター) 

4人  4人 32 12人 20人 

成田赤十字病院 10月 4日（水） 
クリーンルーム 

「秋のおはなし会」「動くおりがみ工作」 
(特)子どもプラザ成田 

4人 4人 19 7人 12人 

国立国際医療研究セ
ンター国府台病院 

12月 7日(木) 
院内学級小学校 

「世界で一つのキラキラ万華鏡を作ろ
う!」(特)市川子ども文化ステーション 

4人 4人 13 8人 5人 

千葉県市川児童相談
所 

7月 3日（月） 
2F 講堂 

「見たことのない生き物をつくろう」工作
ワークショップ 
(人形劇団ひぽぽたあむ)永野むつみ 大直 

4人 4人 25 19人 6人 

千葉県東上総児童相
談所 

7月 21日（金） 
13：30～14：30  
２F 多目的室 

「表現ワークショップコミュニケーション
あそび」（劇団風の子）大澗弘幸 大森靖
枝 

4人 4人 22 14人 8人 

千葉県銚子児童相談
所 

7月 25日（火）  
2F 大会議室 

「人形劇&ワークショップ」 
(人形劇団ののはな) 納富俊郎･祥子 

4人 4人 20 11人 9人 

千葉県君津児童相談
所 

7月 27日(木) 
2F会議室 

「表現ワークショップコミュニケーション
あそび」（劇団風の子）大澗弘幸 大森靖
枝 

4人 4人 19 16人 3人 

    

赤い羽根募金    「はじめてのおしばい」パフォーマー公演 
参加人数 94人   
子ども 70人 大人 34人 

施設名 実施日 内容・指導者 演者 スタ
ッフ 総数 子ども 大人 

千葉県中央児童相談
所 

6月 21日（水） 
1F集中治療室 

肩掛け人形芝居「さんまいのおふだ」腹話
術「ハロー！カンクロー」 
(人形芝居燕屋) くすのき燕 

1人 3人 31 27人 4人 

千葉市児童相談所 
7月 14日（金） 
2Fスポーツひろば  

「アフリカンリズム＆パーカッション」 
（ビタシカオフィス）BBモフラン他 

3人   3人                    47 25人 22人 

千葉県乳児院 
7月 28日（金） 
プレイルーム  

「ともだちげきじょう」の 一部上演 
(人形劇団ののはな)納富俊郎･祥子 

2人 4人 16 8人 8人 

    

連合・愛のカンパ   子ども劇場全国センターほっとアートプレゼント ワークショップ 
参加人数 37 人    
子ども 27人  大人 10人 

千葉県柏児童相談所 
7月 10日（月） 
食堂 

「アフリカンリズム&パーカッション」 
（ビタシカオフィス)BBモフフラン他  

演者 
3人 

3人 37 27人 10人 



 

・病院や児童福祉施設のニーズに添った工夫した内容と丁寧な準備をして臨んだ。入院中で

はあっても満面の笑顔の瞬間とリラックスして手や足を動かし、嬉しさや楽しさを体い

っぱいに表現しかけがえのない時間となった。永く付き添ってきた保護者も子どもの笑

顔を見て嬉しくなり、ほっとして、ストレスも軽減された。病院関係者も普段見られない

ような子どもの笑顔に会話も弾んでいた。 

 

・はじめて、千葉県内にある 7つすべての児童相談所にて実施できた。また、児相の子ども

たちは笑顔ではしゃいで遊び、自由に思い思いの作品をつくり、満足感や達成感が感じら

れた。ためこんでいるストレスを一気に発散でき、「自由に仲間とあそぶ体験」が困難な

中にあっても必要だとの認識を強くした。実施した病院・児童福祉施設ともに評価が高く、

こうした場を継続して提供し続ける社会的意義があると感じた。 

  

・この事業は、コーディネーターの存在が不可欠である。交流や研修会、実績を積み重ねて、

昨年よりも力を蓄えしっかりした「子ども観」を持ち、個別の状況に添って柔軟な対応や

調整をすることができた。指導者と共に、プログラムの内容及び進行を創り、指導者も子

どもたちにとって最善の内容にしようと努力と工夫を重ねて当日に臨んだ。こうした子

どもの文化に関するコーディネーターや指導者の人的基盤がさらに強化された。 

 


